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要 旨

ソグにおける溶剤状態は衣析の洗浄性,逆汚染,縮み,風合といった仕上がり効果に影響し,

その管理は直接運転経費に関係する重要な問題である｡溶剤浄化法として,珪藻土方式,カートリッジ方式の

欠点を改良し･炉耗と吸着剤の特殊分離形清浄法を採用した新形ドライクリーナを開発した｡本クリーナは従

釆のものに比べて溶剤透過率の向上酸価の低下,運転経費の低減などi･こ効果がある｡

グにおける洗剤の有効な使い方として準チャージ方式(1jが好ましいことがわかった｡

1.緒 R

ドライクリーニソグは一般のランドリーが水を主体としているの

に対し,合成溶剤パークロルエチレン石油系溶剤その他を使用する

た軌衣類洗浄後の溶剤を浄化回収し,繰り返し循環させて使用す

る必要がある｡溶剤の浄化法には大きく分けて炉過吸着によるも

のと蒸留によるものとがあるが,小形ドライクリーナにおいては簡

便な炉過,吸着装置による浄化方式が適している｡日立製作所にお

いては従来珪藻土による炉過方式を採用したDA-HWl｡1形ドライ

クリーナを製作販売して洗濯業界より好評を得てきたが,今回ペー

パーフィルタによる炉過を利用し,脱色,脱酸剤を併用した特殊分

離形炉過吸着方式による溶剤浄化法を採用したDA-HSl｡1形ドライ

クリーナを製作した｡本方式により従来のドライクリーナの洗濯性

能をより向上させ,さらに機械重量の低減を図るとともに機械の取

り扱い性,保守点検作業などを著しく簡易化することができた｡以

下その概要を述べる｡

2･ドライクリーニングにおける溶剤状態の要素

ドライクリーニソグの繰り返しにより溶剤中に増加する不純物を

炉過,吸着しながら使用していく場合,運転回数の経過に伴し1容剤

状態,すなわち溶剤の透過率,酸価,水分,洗剤濃度などが変化す

る0これらの溶剤条件は衣類の洗浄性,縮み,逆汚染,色泣き,風

合といったクリーニソグ効果に影響を及ぼすものであり,これらを

より良く保ち,かつ炉過,吸着剤の寿命を延ばして機械の運転材料

費を低減していくことはドライクリーナにとって重要なことであ

る○衣類のクリーニソグ効果を左右する要素とそれらに影響を及ぼ

す溶剤の条件を定性的に示せば図1のようである｡

次に溶剤状態を知るおもな要素につき簡単に述べる｡

(1)透 過 率

溶剤の汚れとして溶剤中に増加してくるものとして蒸発残漆

(NRV‥NonVolatileResidue)がある｡これは分光光度計または

光電光度計を用い溶剤に520m〃～530m〝の波長の光を通したと

きの透過率で表わされている｡このNVRは衣類の逆汚染,乾燥じ

みなどに関係する｡透過率とNVRとの間には次式の関係がある｡

-10g71=ゑc‥
‥(1)

ここに,r:溶剤の透過率(%)

-10g71:溶剤の吸光度

C:NVR 濃 度(g/100mの

ゐ:吸 光 係 数
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囲1衣類のクリーニング効果に及ぼす溶剤の条件

(2)酸 価

汚れの中の酸の増加による溶剤の疲労度を表わすものである｡

これは衣類に対し悪臭,逆汚染,洗浄率低下などの影響を及ぼす｡

酸価は汚染溶剤1gを中和するに要するカ性カリのmg数で示さ

れ,中和滴走法によって測定され,次式で表わされる｡

酸価=

か性カリ分子量×カ性カリ規定濃度

×カ性カリ滴定cc数

試料溶剤cc数×溶剤比重
(2)

ここに,カ性カリ分子量=56.108

溶剤/く-クロルエチレン比重=1.623

(3)水 分

溶剤中の水分は水溶性の汚れの除去に役立つが反面,繊維自身

の膨潤,収縮,染料の色泣き,逆汚染などを生じやすい｡水分は

溶剤との量比で示される｡溶剤中の水分の測定はカールフィッシ

ャー水分測定装置によって行なわれる｡

(4)洗 剤 濃 度

洗剤は溶剤中に可溶化される水分量を左右し,衣瑛の洗浄性,

逆汚染,溶剤の透過率などに影響を及ぼす｡洗剤濃度は溶剤に対

する量比で示される｡洗剤濃度は洗剤中のアニオン活性剤の量を

カチオン標準液で定量し,その値と洗剤中のアニオン活性剤の濃

度から求めるのである｡

3･従来形ドライクリーナDA-HWlOlの炉過,清浄方式

従来発売してきた日立全自動ドライクリーナDA-HWl｡1の展開

機構図を図2に示す｡その運転工程はプリコート,洗浄,脱液,乾

燥,脱臭と大きく分けられるが,溶剤循環に閲し略述すると,プリ

コート工程は次の洗浄のための準備工程としてプリコートホッパ内

の珪藻土を溶剤タンクに添加してポンプにより吸い上げフィルタチ

ューブ上に炉過膜を形成する炉過準備工程である｡洗浄工程にはい
ると,ポンプで溶剤タンクより吸い上げられる溶剤は,フィルタチ

ューブ上の珪藻土炉過面により炉過されノズルからシリンダ内の衣
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瑛に噴射され衣類を洗浄する｡衣類から除去された汚れは溶剤とと

もにボタソトラップを経て溶剤タソクに戻され,再びフィルタで炉

過されて衣煩洗浄を繰り返す｡洗浄が終わって次の脱液,乾燥工程

になると洗浄工程時衣類洗浄によって汚れた溶剤を浄化するため,

フィルタを通して炉過するとともにカーボン,マグネシヤなどの吸

着剤のはいった清浄簡を通し溶剤の脱色,脱酸が行なわれる｡最後

の脱臭工程においては溶剤循環は止まりフィルタチューブ上に付着

されたフィルタケークは道洗浄されて汚れや珪藻土などのいわゆる

マックは布袋に受けられ除去される｡このようにDA-HWlOlは珪

藻土による炉過作用とカーボンなどの清浄剤による吸着作用を主と

した清浄方式を採用している｡なお,衣掛こ含まれた溶剤を蒸発さ

せコンデンサで凝縮回収する蒸留作用,マックに吸われて消費され

る溶剤に対して新液を追加していくことによる稀釈作用なども溶剤

浄化の一つの働きをしている｡木方式による溶剤管理においては,

洗剤ほ1%チャージ方式であり,カーボン,マグネシヤなどの清浄

剤ほ3.6kgを100回ごとに変換し,フィルタチューブ上への珪藻土

ほ毎回100～150gを新しく付着,除去している｡

木方式での溶剤管理状況の一例を図3,図4に示す｡図3は比較

的溶剤管理のうまく行なわれている店の例で,図3は洗剤,水分な

どを使いすぎた例である｡

4.カートリッジフィルタ方式の溶剤浄化性能

珪藻土炉過方式はフィルタチューブよりハク離除去するマック中

に高価な溶剤パークロルエチレンを含むため,溶剤消費量が大とな

ることおよび珪藻土の追加,マックの処理などに労力を要すること

などクリーニソグ店での取り扱いに対して短所を持っているが,こ

れらの点を改良する方式として図5のようにカーボンを内蔵して周

囲に折紙を花形状に配列させた使い捨て式のカートリッジフィルタ

が,ドライクリーナ用としてアメリカ GeneralMotors社のAC

Spark Plug Divisionにおいて開発された｡

本カートリッジフィルタを図るのような循環回路において日立ド

ライクリーナに使用してみた結果その溶剤浄化特性は図7のようで

あった｡またGM製カートリッジフィルタと同等品を製作した国産

A社,B社のカートリッジフィルタにつき同様に使用した結果は図

8,図9のようであった｡

これよりGM製カートリッジフィルタは,透過率はほぼ維持され

るが酸価の上昇がみられる｡国産のものは酸価の上昇とともに透過
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図10 新旧溶剤流路の比較

率の低下がみられる｡また,これらカートリッジフィルタ使用の場

合,薄い白物衣類に灰色のしみが発生する逆汚染がみられた｡これ

はカートリッジフィルタに内蔵されているカーボン微粉が流出し付

着するためである｡

以上のようにカートリッジフィルタは溶剤浄化性能において若干

能力不足であるが,珪藻土使用に比べて取り扱いが簡単であるとい

う大きな利点を持つため,このカートリッジフィルタを改良しその

浄化能力を向上させた日立独特の特殊フィルタを採用して新形ドラ

イクリーナを製作した｡以下その溶剤浄化方式につき述べる｡

5.新形ドライクリーナDんHS10】の炉過,清浄方式

5.】基本構成の条件

衣較のクリーニソグ効果を上げるためには溶剤の条件を向上し,

機械の取り扱いによる溶剤管理のばらつきを少なくすることが望ま

しい｡クリーニソグ店においては衣類の汚れのひどいもの,とくに

しみを除くために洗剤,水分を使いすぎ溶剤の汚れがひどくなる場

合がある｡新形ドライクリーナDA-HSlOlの開発にあたっては,従

来形DA-HWlOlの溶剤管理の向上,マック処理の排除などのほか,

カートリッジフィルタ方式の溶剤透過率の低下,酸価の上昇を防止

し,カーボン微粉流出による逆汚染発生を防ぐことを目標とした｡

これらの具体策としては,第一にDA-HWlOlよりプリコートホッ

パ,プリコートモートル,スラッジバスケット,フィルタチューフ,

/ミックウォッシュソレノイドなどの機構を廃止して珪藻土使用をや

め機械の構造を簡単にするとともに取り扱い性を良くすること,第
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二に溶剤流路を考慮しフィルタ寿命の向上,溶剤浄化能力の向上を

はかるため,図10に示すようにDA-HWlOlではフィルタ,コンデ

ンサ,清浄筒をシリーズに溶剤が流れるよう配列していたがDA-

HSlOlではフィルタ,コンデンサ,清浄簡をパラレルに溶剤が流れ

るよう配列すること,第三に溶剤の透過率の向上,酸価の低下をは
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かるためDA-HWl｡.では日立清浄剤(A)を3.6kg,カートリッジフ

ィルタ方式ではカーボンを1kg使用したのに対し,DA-HSlOlでほ

目立清浄剤(A)を3.6kg,さらに補助的役割を果たす清浄剤(B)を

2kg使用すること,第四にカーボンによる逆汚染を防止するため,

フィルタはペーパーのみとし,カーボンを内蔵させないで分離する

方式とすることなどを採用した｡

5.2 外 観,仕 様

新形ドライクリーナDA-HSl｡.の外観写真を図11に,またその化

学系統部を図12に示す｡おもな仕様は表1のとおりである｡

5.3 機構および溶剤浄化方式

DA-HSl｡1ドライクリーナはダスター,洗浄,脱液,乾燥,脱臭

の各工程を自動的にタイマー制御により進めていくものである｡図

13は展開図により示した構成図である｡.ダスター工程は洗浄前にシ

リンダ内で衣額をほぐしちり落しをするとともに,フィルタに液を

循環させて初期のフィルタ状態を正常にしておく働きをするもので

ある｡洗浄工程においてフィルタを通って循環される液によって衣

額を洗浄し,汚れを除去した溶剤は溶剤タソク内で平板コンテナに

充てんされているPC-Wという清浄剤(B)の層を通って循環する｡

清浄剤(B)は吸着力が非常にすぐれ,脱色,脱酸効果を有するが,

とくに吸水作用が強く水分および汚れを抱水した洗剤を吸着除去す

図11DA-HSlOL外観

ペーパーコンデンサ

ドライトロール

図12 DA-HSl｡.1化学系統部
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るものである｡洗浄を終えて脱液,乾燥工程に移ると,溶剤はフィ

ルタを通過せず直接コンデンサと清浄筒を並列に流れて,衣頸よ

り乾燥されてくる溶剤蒸気を凝縮回収するとともむこ一方,洗浄工程

時汚れを含んできた溶剤を清浄剤(A)に通すことによって浄化す

る｡この場合清浄筒内のカーボンコソテナは図14のように従来と

は形状を変えシリンダ形コンテナとなり,内部にサランバッグを入

れて清浄剤(A)を入れるようにしてある｡液は周囲よりサランノミッ

グを通ってはいり,カーボン層を通って中心部より流出していく｡

このときサランバヅグ表面による炉過作用も行なわれる｡なおフィ

表1 DA-HSlOlドライクリーナの仕様

形 式 DA-HSlOl

洗 濯 容 量 3.7kg

電 源 1¢ 加0V 50/60c/s

重 量 418kg

寸 法

浴 剤

高サ1,638×幅850×奥行1,257mm

パークロルエチレン 100J

辞 退 筒 日立全自動ドライクリーナ用フィルタ

清 浄 筒 日立全自動ドライクリーナ用清浄剤(A)3.6kg

平板コンテナ 日立全自動ドライクリーナ用清浄剤(B)2kg

駆動モートル 250W 2/4P

オ三 ン′ フ 250W 2P

ブ 100W 2P

冷 凍 楼

てE 力 容 量

750W 2P

1,940Wl,530W

5.4kVA

ダスター

運

転

時

問

洗 浄

脱 字夜

脱 臭

全工程

2分 47rpm

7光分 47rpm

4%分 225,450,94rpm

約19分(衣掛こより変わる)47rpm

2分 47rpm

約35分

l

〓

〓
㌧
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十
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､1†

l
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.
〓
.

ヒータ

カーボンゲージ

シリング形
コンテナ

DA-HWlOl用 DA-HSlOl用

図14 新旧カーボンコソテナ構造比較

冷却コイル

平板コンテナ ポンプ
ポンプ吸込口

図13 DA-HSl｡1ドライクリーナ機構図
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洗剤濃度1.5%
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補強リング

DA-HSlOl用特殊フ ィ ルタ

(
芭
世
襲
毒
炎
1
･
0

0.5

浸iお0時間

汚染パーク100cc

透過率55±2%

RT=25`c

U 5 10 15

清浄剤量(g/100ee汚染液)

図16 溶剤清浄作用に及ぼす洗剤濃度の影響

ルタは図5に示した在来のカートリッジフィルタとは異なり,周囲

のプロテクタが取り除き自在な方式で,内部のカーボンを除去して

折紙のみとしたものである｡図15はその構造を示したものである｡

5･4 洗剤使用法の鳶察

ドライクリーナの溶剤にはパークロルエチレンを使用している関

係上,油溶性の汚れ(油,脂肪,ポマードなど)に対しては約96%

を除去できる｡しかし水溶性の汚れ(みそ汁,しょうゆ,泥ほねな

ど)に対しては洗剤や水分の力が大きく影響する｡一般にドライク

リーニソグにおける洗剤の使用法としては,1浴チャージ方式(溶

剤中に1%の洗剤を混合し水分を少量添加して65～75%の溶剤湿

度で洗浄する方式),2浴チャージ方式(洗浄中は4%の洗浄濃度液

で洗浄し,次に洗剤のはいっていないきれいな溶剤ですすぎを行な

う方式),バッチ方式(洗浄ごとに必要量の洗剤を入れて洗う方式)

などがある(1)｡従来のDA-HWl｡1は1浴チャージ方式であり今ま

での実績から次のことがいえる｡

(1)水溶性の汚れがひどい衣類はササラがけ(水と溶剤と洗剤

を混合した液でブラッシソグする)を部分的に行なわねば

ならない｡

(2)しみや食べこぼしが付着している部分は局部的にササラが

けやしみ抜きを行なうことが必要である｡

(3)溶剤タンクに1%の洗剤を混合して洗う1浴方式において

ほ(1),(2)のた捌こ洗剤濃度が極度に高くなる傾向にあ

り,洗剤が多くなると溶剤中に汚れがたまりやすく液が汚

れて逆汚染を生ずるようになる｡

以上の(1),(2)の項はドライクリーニング機の洗浄力の限界を

越えたもので,人手を要せず汚れを完全に落とすことはできない｡

しかし(1),(2)のために生ずる(3)の問題は解決されねばならな

い｡

日立全自動ドライクリーナの溶剤の清浄は大部分を吸着剤による

ものである｡DA【HWlOlでは活性炭を主成分とする清浄剤(A)によ

って清浄を行なってきたが,実用上の溶剤管理状況は一般的には図
3に示すように透過率50～60%で落ち着き,この程度の溶剤でクリ

ーニソグした場合,仕上がりは一応満足できるが図4に示すように

店によってほ透過率が50%以下になる使い方をする所もあり,さら

に透過率を向上させたほうが望ましい｡区11るは洗剤濃度の異なる
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パイプ エンドプレート

日立清浄剤(B)の吸着性能
(PC-W)

透過率

r

酸価
X-･････■･････････■汁

水分

剤膿度

2 4 6 810121416

清浄剤(B)量(g/100cc),

日立清浄剤(A)の吸着性能

透過率

水分

洗剤液度

条件

1浸漬50時間

2温度20±20c
3汚染パーク

0 2 4 6,810

清浄剤(A)量

図17 清浄剤の吸着性能

油性汚染布
(7.5g/枚)信

121416

(g/400cc)

100(:e

エルト:羊毛フェルト硬質
5×50×50(3g)

油:タネ抽(4.5g)

燥:1000c12時間

負荷:バスタオル3.7kg

油性汚染布3校

本体試験

洗浄液温20～24●c

洗浄時間 7与分

10 20

流 量(ノ/血in)

図18 タネ油の洗浄率

30

溶剤について清浄剤(A)の脱色能力を示したものである｡これから

洗剤濃度の小さいぼうが清浄剤の脱色能力は良くなることがわか

る0したがって洗剤濃度を小さくすれば溶剤の透過率は向上する方

向になるが,水溶性の汚れに対する洗浄力は悪い方向になると思わ

れる｡これについては後述する｡

DA-HSlOlでは従来の清浄剤(A)とは別に清浄剤(B)としてPC-

Wという吸着剤を平板コンテナに入れて使用している｡PC-Wは

Al203,SiO2,Al(OH)3などを主成分とするゲルで微細な吸着孔を

持つ吸着剤である｡この性質は図17に示すように,カーボンを主体

とした清浄剤(A)に比較して次のことがいえる｡

(1)洗剤の吸着力が強い｡

(2)溶剤中の水分の吸着力が大きい｡

(3)脱酸力が強い｡

したがってこのPC-Wを補助的に使用し使用済みの洗剤を除去

するとともに水分,酸を抑制して活性炭を主成分とする清浄剤(A)

の能力を向上させることができた｡

ドライクリーニソグにおいて本来対象とされる汚れは油溶性の汚

れである｡図18はたね油を含浸したフェルトを洗浄した場合の洗
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し

人]二汚染利こよる

U lOO 200

試験布全休へのしみ抜き液唯心;11二(cc/′′3.7kg古人鰊仙

図20 しみ抜き液塗布と洗浄率

抒率なホし･たものであり柵性洗浄にすぐれていることを示す仁､しか

し水寸紺てLリつ汚J/いこ対してもある程度の洗浄力を持つことが必要であ

り人丁汚染和(2)を川いて洗剤濃度と洗浄率との旧旅な調べると図

19のようになり,洗剤のわずかの添加が効果的であることがわか

る｡

以上のことから洗浄性を良くし,清浄剤の能力も向ヒさせて溶剤

透過率を上げるにほ,柄剤タンク内の洗剤濃蛙を小さくし洗浄巾の

洗剤濃度を大きくする必柴がある｡したがってDA-HSlOlにおいて

はしみ抜きや局部的汚れのササラがけを行ない,水添性の汚れの部

分にはこの時点で洗剤のはいったしみ抜き液をかけておき,洗浄中

はそのとき使用した洗剤の影響によって衣煩全体の汚れを落しすす

ぎ洗いを行なうようにした｡このような洗剤の使用法で洗浄した場

合,人二1二汚染恥ノこよって洗浄率を調べてみると図20のようになる｡=一

すなわち試験布の一部に取りつけた人工汚染布に対するしみ抜き液

塗布量を試験布全体の塗布量iこ関係なく同じ量にして,試験布全休

へのしみ抜き液量を変えて,しみ抜き液を塗布した汚染布と塗布し

ない汚染布の洗浄率を求めたものである｡これからしみ抜き液を塗

布した部分は,試験布全体へのしみ抜き液塗布量を増してもあまり

洗浄力が増加しないが,一一方しみ抜き液を塗布しなかった-こ柘分は,

試験布全体に塗布したしみ抜き液の影響を受けて試験布全体へのし
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しみ抜き放塗布量45cc/回(洗剤=水:パーク=1:1:7)
清浄剤(A),(B)
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l兇22 Bクリーニング佑実用試験結果

み抜き液鎮イ【i量を増すにしたがい洗浄率が増してくる｡このことか

らしみ抜きをすればしみ抜き液が塗布されなかった部分も洗浄q+に

他純分からの影響を受けて汚れが落ちるようになるといえる｡

またこのようにして洗浄作用を行なった洗剤は,溶剤タンク内で

平板コンテナのPC-Wによって吸着除去されるので,溶剤タンク内

の洗剤濃度ほ循環が繰り返されるにつれて小さくなり一走濃度に保

たれる｡この二J二程においてほ,PC-Wは過剰の水分を除去する働き

もするので,水分が多すぎるために生じやすいフィルタ寿命や衣類

縮みの問越なども軽減する役割をもつ｡

5.5 実用試験における溶剤浄化性能

DA-HSlOlドライクリーナの溶剤浄化性能についで実凧試験での

結柴を図21,図22に示rj】｡,図21は会社員などを対襲とした比較的

汚れの少ない衣鄭主を扱うA店の場介,図22はj柳占術の比校的汚れの

ひどい衣頸を扱うⅠ引吉の場合である｡これよりA店の場合,透過率

80～90%,酸価0.04ノ～0.16,洗剤濃度ほとんど0,水分濃度0.01′～

0.04,B偶の場合,透過率65､ノ85%,酸仙iO.08～0,21,洗剤濃度

0.05～0.32,水分濃度0.01一～0.05である〔JA,B店とも衣顆の汚れ,

とくにしみに対しては機械に人れる前に必要なだけのしみ抜き液を

かけて行なっており,衣類の汚れに対する洗浄性は問題なかった｡)

しみ抜き液としては,洗剤1:水1:パークロルエチレン7の混合液

を使用し,A店の場合1回3.7kgの衣類あたり約45cc,B店の場

合約60ccを使用した｡フィルタ寿命はA店の場合iF均104.5回,B

柄の場合平均67.4[司である｡なおフィルタ寿命の判定はフィルタニ

次側の圧力計の読みが1(PSl)以下になった時J㌧を盛準とした｡フ

ィルタ寿命には季節的な変動があるがこれらについてほここでは省

略する｡

5.る 運転材料費

A,B店でのDA-HSlOlの実用試験結果,パ】グロルエチレン消

費量は両店の平均にて洗浄用として213.5cc/回,しみ抜き用として

認.8cc/回で合計252.3cc/回であった｡これほ29.8円/回となる｡
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洗剤の消費量ほ両者平均6.8cc/回で3.1円/回である｡)フィルタの

寿命は両店平均82.3回で20.7円/軌清浄剤(A),(B)はそれぞれ

100回交換と考えて18門と6円である｡これら両店の実用試験から

得たDA-HSlOlの運転材料費を従来の珪藻土炉過方式DA-HWl｡.の

場合と比較すると表2のようになる｡これよりDA-HS.｡.の運転材

料費はDA-HW】｡1のマック回収を行なった場合に比べても1回あ

たり4･9円安くなり,マックをそのまま捨てて回収しない場合に比

べると1回あたり31.3円も安くなる｡

る.結 言

以上日立製作所において新たに改良した炉過清浄方式のドライク

リーナDA一口SlOl形の構造,性能について述べたが,従来の方式に

比べて大きな特長といえる結果を要約すると次のとおりである｡

(1)折紙フィルタ採用により従来の珪藻土炉過によるマック処

理の煩わしさがなくなった｡同時にマックによって消費さ

れる溶剤消費を除き運転材料費を低減することができた｡

(2)溶剤の浄化件能を向上することができた｡すなわち透過率

蓑2 運転材料費の比較

運 転 材 料 DA-HS川1

DA一托WlOl
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68.8円

7.2

14.9

18.0

マック回収した場合

44.0円

5.6

14.9

18.0

108.9門 82.5 円

を70%以上,酸価を0.2以下に維持できることがわかった｡

(3)洗剤の有効な使い方として従来の1%チャージ方式をあら

ため,柄剤タンク内の濃度を′トさくし,衣類に直接しみ抜

き用として添加していくバッチ式に似た準チャージ方式が

溶剤管理上好ましいことがわかった｡

(1)毛利叫淳:

(2)JEMlO77

新 案 の 紹 介

登録実用新案舞823847号

移 動 体 へ 一

本巧▲繋ほ,図ホのように2偶の帥一受によって立村され 駆動源

(【ヌレJ七せず)に接続する駆動軸に,帥方向のみ臼‥=こ移動できるよう

に支持された2個の移動体を設け,これら2偶の移動体に,軸受によ

って支持された2個の巻取舵胴を設け,常時は,駆動源(図示せず)
に接続するスプロケットの回転によって従動用スプロケットギヤお

よび軸受を介して,巻取紙胴を回転させて輪転印刷機本体(図示せ

ず)より送り糾される巻取舵を一方の巻取紙胴に巻き取らせ,Lかる

のち一方の巻取紙胴lこ所定竜の巻取紙が巻き取られたとき,上記駆

動軸を回転させて移動体を介して,2個の巻取航胴を公転させ,他方

の巻取舵胴を,輪転印刷機本体より一刀の巻取紙胴に巻き取られる

巻取紙に接近させて紙継ぎを行ない,以後輪転印刷機本体よりの巻

取紙を他方の巻取舵胴に巻き取られるようにした装置に関するもの

である｡この種の装置においてほ常に進取紙胴と,輪転印刷機本体

巻取紙胴

移動体

シャフト ｢..ノ.｢
+

▲▼_____..............+

馬区

参 芳 文 献

グリーニソグ便覧,119(昭一36技術書院)
電気洗描磯

iP 賀 英 資･鈴 木 征 一

装 置

の巻椒紙送rll装荷とが互いに一足関係什匠になっていないと,巻取

紙が切損するなどの至拝故を′とずるため,巻取舵胴を女付する移動体

とこれを回転させる従勅用スゾロケットとは,互いに軸ノブ向に日山

iこ移動でき,凹転方向のみ固定されるようにする必要がある｡そこ

で本考案は,駆動軸に同定され,移動体に締着されたスリーブを設

けこのスリープにポールべ7リングを介して支持され,互いに締着

されたギヤおよびベアリングケースを設け,このベアリン/グケース

に軸〃向のみ自由に移動できるように取り付けら才t,駆動軸を支持

する軸受に軸方向の移動を固定された従動用スプロケットを設け,

移動体が軸方向に移動したときベアリングケースが従動用スプロケ

ット内を軸方向に移動することができ,かつスプロケットからの回
転を従動用スプロケットを介してギヤに伝達することができるよう

にしたものである｡ (木口)
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ベアリングケ【ス
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